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美波   地方創生だより美波   地方創生だより vol.27

美波町の地方創生に関する新聞記事や雑誌が以下の場所でご覧いただけます！
　日和佐地区：日和佐図書・資料館1階
　由 岐 地 区：由岐ふれあいホール（ぽっぽマリン2階）

お知らせ

　地方が直面する様々な問題に、真っ向から立ち向かおうとする小さな町の挑戦ー
　5カ年計画の後半期を迎えた「美波ふるさと創造戦略」は、今や地方創生のホットワード「美波町モデル」
として全国から注目を集めるようになりました。
　ひとりひとりが自分事として、住民総参加で進めることを提唱した「美波ふるさと創造戦略」の取り組み、
美波町ならではの地方創生を紹介していきます。

　1月末に総務省が公表した2018年の人口移動報告では、東京圏（東京、埼玉、千葉、神奈川）へ
の転入者が転出者を13万9,868人（外国人を含む）上回る「転入超過」。他の三大都市圏である名古
屋圏（愛知、岐阜、三重）や大阪圏（大阪、京都、兵庫、奈良）をはじめ、市町村の7割が転出超過となり、
一極集中がますます加速している現状が浮き彫りとなりました。
　東京圏への転入が最も多いのが20～24歳。15～29歳のいわゆる若年層が大半を占め、美波町
と同様に、進学や就職を機に地方から都市部へという動きが全国で起こっていることがうかがえます。
そんな中、国土交通省国土政策局が総務省統計局の「住民基本台帳人口移動報告（H24～H29）」から
作成したデータでは、美波町が取り組んできた地方創生の成果とも言える結果を見ることができます。
こちらは昨年12月、小田切徳美明治大学教授が基調講演の中で紹介してくださったものですが、そ
の中で美波町は、三大都市圏からの転入超過回数が全国最上位15市町村のひとつとなっているので
す。
　北海道浜中町や島根県海士町、
徳島県神山町など地方創生では
著名と言われる自治体名に肩を
並べる美波町。
　「にぎやかそ　にぎやかな過疎
の町　美波町」では、今後訪れる
人口減少社会の中でより多くの
若者、優秀な人材にこの町を選
び、移住してもらうことを目指
しています。三大首都圏を除く
1,264市町村の中でベスト15
となった結果を誇りとし、さら
に継続してより多くの成果＝暮
らしやすいまちづくりにつなげ
ていきたいと考えています。

都市部の若者に選ばれる、「にぎやかそ」な美波町！

　平成24～29年に三大都市圏から
の転入超過が4回以上あった市町村
が色付けされていますが、
　美波町は分類最上位の6回以上と
なっています。


